
平成 20 年 6 月 日

国際ロータリー第2640地区
世界社会奉仕委員会 御中

ロータリークラブ

１）活動内容 (実施国・日時・場所・対象等について報告書があれば別紙と記載し添付して下さい)

フィリピン共和国　第3860地区　メトロ・マンダウエ2006 　貧困者の医療（白内障手術等）支援　他

２）活動結果 (反省や今後の目標などもあれば記載して下さい。)

プロジェクトの横断幕 手術後の患者 白内障手術の病院玄関

以　上

りんくう泉佐野RC

みだしの件につき、当クラブで実施したWCS(世界社会奉仕)活動について、下記の通り報告致します。

                　　　　　　   2007～2008年度 活動報告書

実施したWCS(世界社会奉仕)活動が終了すれば、必ず地区へ活動報告書の提出をお願い致します。

第2640地区　カバナー事務所　FAX 073-428-2643

世界社会奉仕(WCS)

また、写真や資料がある場合、出来るだけ添付して下さい。

地区WCS海外視察で現地を訪問し、プロジェクトの説明を受けました。フィリピンの状況は社会環境の整備
が立ち遅れ、貧困層が多数を占めているため、全体的な生活環境が悪く、ロータリークラブの社会奉仕活動
も広範囲にわたっています。白内障手術の医療支援は、こうした活動の一プロジェクトで、メンバーの医師
の協力（職業奉仕）によって実現しました。現地の状況を見ることで、多くのプロジェクトの支援が求めら
れ、必要とされていることを認識しました。

マンダウエ市における貧民地区の医療支援として、同クラブのメンバーである眼科医の病院で白内障手術の
プロジェクトを実施している。フィリピンにおける医療事情は、衛生管理、生活環境、食生活などの問題か
ら幼児の死亡率も高く、貧困層においては医療保険の加入もできなうため、治療が受けられない状況にあり
ます。このため、メトロ・マンダウエ2006RCでは、こうした人達に無料で白内障手術を受けられるようメン
バーの医師の協力を得てプロジェクトを計画、実施しました。同クラブでは、患者の受付や審査、順番等を
行い、1日10人～20人を対象に手術を行います。

mail  info@ri2640d.jp


